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＜様式１０－１＞

児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書 春日野児童館

活動名 実施回数 内　　　　　　　　　　　　　　　容 成　果　と　課　題
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

中高生卓球day 38 26 26
・毎週土曜日（17:00~18:00）に実施。お友達とラリーを楽しん

でいる。

・春休みや土曜日に来館してくれた中学
生に夏休みの小学生卓球クラブに参加し
てもらうようにお願いして男女2名ずつ
来ていただいた。いつもと対戦相手が違
い子どもたちも喜んでいた。

クラフトクラブ 21 4 111 15 130 ・偶数月に実施する。月4回行い、折り紙などでや季節の工作を行った。
・小学校帰館後から順番に参加し集中して作
り終えていた。上級生が1年生を見てくれたり
子どもたち同士で教えあう姿が見られた。

ゲームクラブ 26 4 342 57 403 ・奇数月に実施する。月4回行い、風船バレーや豆つかみなど簡単にでき
るゲームを行った。

・子どもたちの意見を取り入れたので子ども
たち楽しんで参加していた。来年度も遊びの
拡充として実施していきたい。

五色百人一首 11 5 63 4 4 76 ・今年度から月1回平日に行い、読み手は地域の方にしていただいて五色
百人一首に取り組み。

・年間を通じて行うことで札が覚えられ、子
どもたちの意欲に繋がった。

小学生卓球クラブ 33 12 324 4 63 4 407 ・月3回、1年生の部・2年生の部・3年生以上の部に分かれて行う。職員が
ラケットの持ち方、打ち方の基本などラリができるように指導する。

・登録児童は、毎回楽しんで参加していた。
中学生で卓球部の生徒が夏休みに指導にきて
くれた。

きりえクラブ 12 20 16 10 46
・月1回小学生3年生以上を対象に実施する。10級から順番に作品を仕上げ
レベルアップしていく。

・初めて参加した子どもたちも徐々に上達し
ていき、自分のやりたい作品にチャレンジし
て、レベルアップした。又、干支や季節の図
柄も取り入れた。

地域活動 12 4 51 3 4 62 ・児童館隣の公園の草抜きを子どもたちと行う。

・地域の方が公園の清掃活動をしてくださっ
ていることを子どもたちに伝え、土曜日保育
の子どもたちと一緒に草抜きや、清掃を行っ
た。いつも遊んでいる公園をきれいにするこ
とで、地域住民の方たちに見守られているこ
となど、実感できた様子で意欲的に行えた。

交通安全教室 1 45 9 2 56 ・4月に山科警察署の方に来ていただいて、2クラス同時に「道路の安全な
歩き方」などをクイズ形式でお話ししていただいた。

・2クラス同時進行することで子どもたち集中
してお話を聞くことができた。

防災避難訓練 11 4 381 3 76 464
・毎月１回実施。火災、地震、不審者、水害などの設定を行い、職員と子
どもたち全員で、訓練を行う。11月には山ノ下消防署の方に来ていただ
き、天ぷら火災の実演や消火器の使い方を指導していただいた。

・毎月１回の訓練を通じて、災害が起こった
場合どのように行動するのか、職員間と子ど
もたちとで確認しあうことができた。職員も
いつ始まるか分からないタイミングで訓練を
行ったことで、課題などを共有することがで
きた。

こどもマーケット 4 15 153 5 28 201 ・年4回実施し、100円の金券を持って駄菓子をお買い物する。

・自由来館児童は駄菓子のお買い物をして持
ち帰ってもらう事で安全面に配慮した。普段
とは違う駄菓子を金券でお買い物をすること
で子どもたちは社会体験ができ、自分で選ぶ
喜びを体験できた。

オニム講習会 1 9 13 1 2 25
・児童館の職員を講師に招いて、子どもたちに実践を交えてオニムのルー
ルについて指導していただいた。

・指導してもらった子どもたちは、上達し大
会の意欲に繋がった。

かすがのオニム大会 1 10 10 1 21 ・館内オニム大会を行った。
・遊びの中でオニムが浸透し大会ができて子
どもたちに良い経験ができた。

けん玉検定 10 4 241 2 38 285
・8月と12月の年間2回で４日程度期間を設けて実施する。個人
カードに基づき図書室で検定を行った。

・年間２回実施することで１年を通じて
子どもたちの意欲へとつながった。日常
の遊びの中でも取り組む姿が見られ、楽
しみながら力をつける様子がみられた。

モシカメ記録会 8 1 181 30 212 ・8月と11月の年間2回で４日程度期間を設けて実施する。個人カードに基
づき図書室で検定を行った。

・２回実施することで１年を通じて子ど
もたちの意欲へとつながった。日常の遊
びの中でも取り組む姿が見られ、楽しみ
ながら力をつける様子がみられた。
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夏のお楽しみ会 1 13 37 14 10 2 29 105
毎年1回夏休みの土曜日に実施する。3年生以上の
子どもたちがスタッフになりおたからつり、まとあてなどの遊びを行っ
た。

・毎にコーナー遊びに参加することで子ども
たちが分散し、感染防止に繋がった。保護者
もお手伝いに参加していただけたことで、子
どもたちの頑張っている姿を見ていただけ
た。

やんちゃワールド2023 1 14 11 2 27 ・橘大学で10月最終土曜日にやんちゃワールド、各館担当を持ちコーナー
展開をした。

・子どもたちを引率し各コーナーを子どもた
ちがグループで回り遊びを楽しんだ。

ハロウィンおたのしみデー 1 6 39 1 6 52 ・自由来館児も参加して、図書室でおたからつりを行った。
・事前に申し込みをしてくれた地域の子がお
宝つりを楽しんだ。普段あまり利用しない子
も参加し、児童館のPRにつながった。

かすがのミニ防災デー 1 9 15 7 6 2 2 10 4 55
・11月の第１土曜日に山ノ下消防署の方にきていただき、天ぷら火災の実
演や消火器の使い方を指導していただいた。民生委員さんやまなび教室の
方にお声がけして遊びを展開した。

・子どもたちがお手伝いしたりして、地域の
方との交流が持つことができてよかった

あやのとみさとのおりがみ教室 1 18 2 20
・おりがみ教室に参加したい児童の募集を取り、桂徳児童館の高学年の児
童が先生となりおりがみ教室をズームで行った。

・他館の子どもたちと交流ができた。小学生
が講師だったので親近感がもてた。

こま検定 3 1 25 12 38
まといれと長回しを、希望者のみ行った。それぞれの１位には、表彰状を
渡した。

希望者のみにしたことで、希望者が楽しく練
習し検定することができた。

クリスマスビンゴ大会 1 4 41 8 53
学童クラブ児童と自由来館児童と合同でクリスマスビンゴ大会を
行った。冬をテーマにビンゴを行い、景品をプレゼントする。

・各クラス分かれて行った。学童クラブ児童
と自由来館児童の交流につながった。短時間
で楽しいクリスマスの雰囲気をみんなで味わ
うことができた。

大掃除 1 6 2 8 年末に、１年間使った児童館をみんなで掃除する。
各グループに分かれて、各々の持ち場に
取組み、意欲的、主体的に行うことがで
きていた。

こま大会 1 6 6 12
まといれと長回しを、学年別に行った。それぞれ学年の１位に
は、表彰状を渡した。

希望者のみ行うことで、普段目立たない
子でも活躍できる機会となった。

百人一首大会 1 6 2 1 9
・図書室にて、２グループに分けて五色百人一首大会を行った。
民生児童委員の方が読み手をしてくださった.

平日に参加希望をとり、児童で対戦し民生児
童委員の方が読み手をしてくださったので、
より大会らしい雰囲気となった。

オニム大会 1 10 2 2 14 ・館内オニム大会を行った。
・2回目ということで子どもたちに参加意欲が
みられた。

＊注　基本活動は，指針に基づき(２)遊びの教室活動(３)行事活動(４)クラブ活動(５)地域間交流促進活動(６)障害のある児童の居場所づくりと活動への参加促進(７)思春期児童の活動支援に分類して記入すること。
　　　推進活動は，指針に基づき(９)地域を知る活動(１０)移動児童館活動に分類して記入すること。
　　　指定活動は，指定児童館のみ別途報告すること。
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＜様式１０－２＞

（令和5　2023）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　  　  　　（　　春日野　　）児　童　館

活動名 実施回数
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

いちごクラブ

32 132 113 245

なかよしランド

22 54 49 103

親子ふれあいヨガ

3 10 8 18

こうま文庫さんがくるよ～

1 5 5 10

ミュージックケア
1 6 5 11

あそびのひろば「なかよしランド」

1 5 5 10

ムクムクさんの人形劇

1 5 4 9

児童館にて直接受理 2 健全育成問題 児童相談所
2 児童相談所 家庭養育問題 保健所

保健所 成長･発達問題 2 子ども支援センター
(3)子育て家庭相談・援助 子ども支援センター 教育問題 幼稚園･保育園
   活動 主任児童委員 非行･問題行動 小学校

その他 その他 中学校
総合支援学校

高校生 その他

(4)子育てグループを育成

(5)子育てと健全育成に関

※注　基本活動は，指針に基づき(1)乳幼児とその保護者を対象とする活動[①乳幼児クラブ活動　②乳幼児の広場活動]（２）家族参加を促す活動に分類して記入すること。

同世代の乳幼児親子が集い子育てについての不
安を相談し合ったり、活動を通じて交流してお
られた。参加者が少ないので、新規の方への広
報やＰＲに力を入れて行く必要がある。

同じメンバーが毎週自由遊びを楽しみに参加さ
れていた。子どもたちは好きなおもちゃで遊び
ながら、保護者の方はほっこりと子育てについ
ての話をされていた。新規の方への広報やPRが
必要である。
乳幼児親に人気の講座で、初参加の方もおられ
た。来年度も継続して行っていきたい。

子どもに人気なトトロのパネルシアターで親子
ほっこりできた。お歌に合わせて子どもたち身
体を動かして楽しめた。

幅広い年齢層でも親子で楽しみながら行うこと
が出来た。来年度も継続して行いたい。

同じメンバーが毎週自由遊びを楽しみに参加さ
れていた。子どもたちは好きなおもちゃで遊び
ながら、保護者の方はほっこりと子育てについ
ての話をされていた。新規の方への広報やPRが
必要である。

成　果　と　課　題小４～６年

0

合計

0 0 189

内　　　　　　　　　　容

0 0

毎週火曜日に定員10組の地域の乳幼児親子が登録
し、年間を通じて季節の工作や遊びを楽しみ、子
育て仲間の輪を広げる。

毎週金曜日10:30～11:30まで自由遊びができるよ
うにおもちゃ等設置する。最後にはラーメン体操
や読み聞かせを行い、最終週には簡単な遊びの企
画を行う。

講師の方を招いて１年に３回設定し、子どもたち
には遊びを取り入れながら親子で身体をほぐす機
会としてもらう。

・醍醐地区で活動されている方にきていただい
て、乳児親子向けにパネルシアターや絵本を読ん
でいただいた。

講師の方を招いて、鳴子やパラバルーンで音楽に
合わせて身体を動かしたりして楽しむ。

毎週金曜日10:30～11:30まで自由遊びができるよ
うにおもちゃ等設置する。最後にはラーメン体操
や読み聞かせを行い、最終週には簡単な遊びの企
画を行う。

成　果　と　課　題

件数

乳児
幼児

つないだ機関等相　談　内　容

2

件数受　理　及　び　相　談　経　路

成果と課題グループ名 構成人数 活　動　内　容 育成・支援内容

件数　計

活動名
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支
　
　
援
　
　
活
　
　
動

参　　　　加　　　　人　　　　数

乳幼児
小１～３年

中高生 大人
ボランティア

217

－
22

小１～３年（学童）

小１～３年（自由来館）

子どもの年齢 件数

－
0

小４～６年（自由来館）

小４～６年（学童）

クリスマスにちなんだ人形劇で見て親子ほっこ
りしていただけた。

推
進
活
動

活　　動　　内　　容

－

件数

中学生

基
　
　
　
　
本
　
　
　
　
活
　
　
　
　
動

合　　　　計

実施回数

地域で活動される方に来ていただいて乳児親子
向けに人形劇を行った。

0 0 406061



＜様式１０－３＞

（　令和5　2023　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　  　  　　（　　春日野　　）児　童　館

自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ

たんぽぽサークル

17 23 23

毎月第2，3木曜日に実施。参
加者同士の交流の場となって
いる。

子育てサロン

10 33 26 59

安全面に配慮しながら年間を
通じて活動を行うことができ
た。乳幼児親子の居場所と
なっていたので、来年度も安
全面に配慮し、場所提供して
いきたい。

地域子育て支援会議

2 6 6

4月・2月の年2回会議を実施
することができた。地域の課
題について話し合ったり、情
報交換する機会となった。

日野子育て支援ネットワーク
「よちよちひろば」

7 22 17 39

今年度は、７回実施すること
ができた。年齢も参加者も少
ないながら、地域の保育士さ
んと共に交流することができ
た。

ネットワーク会議 7 29 29

地域の課題や、各施設におけ
る状況などの情報交換を行う
ことができた。

運営連絡会 2 15 15

年2回（6月・3月）事業の取
り組みや活動報告・児童館の
様子などをお伝えした。

助産師木村さんと
「赤ちゃんの発達を促すふれ

あい遊び」

1 4 4 8

助産師さんを講師にお招きし
て、ふれあいあそびや子育て
についてお話していただけ
た。参加された親子は、お子
さんとふれあいほっこりする
時間が持てた。

日野子育て支援ネットワーク
「KOMORIUTAコンサート」

1 4 5 6 1 7 23

日本子守唄協会の方に来てい
ただいて「ＫＯＭＯＲＩＵＴ
Ａコンサート」を行った。乳
幼児親子から大人まで楽しめ
た。

フードドライブ

6 1 3 4

ご家庭で不必要な食べ物を寄
付していただいた。

日野学区民生児童委
員協議会
つくし保育園
誕生院保育園
南団地自治会
地域住民

日野学区自治会
醍醐南団地自治会
民生児童委員協議会
不動講自治会
春日野自町連
日野小学校
京都市社会福祉協議
会
日野学区社協
伏見区社協

日野学区民生児童委
員協議会
つくし保育園
誕生院保育園
南団地自治会
地域住民

日野学区民生児童委
員協議会
つくし保育園
誕生院保育園
南団地自治会
地域住民
セカンドハーベスト
京都
京都市学童連盟

活　　動　　名 実施回数
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活
　

(1)地域住民との交
　流を促進する活
動

主　　催 成果と課題
合　計

連携団体
中高生

参　加　人　数

大人
小１～３年

地域住民

日野学区民生児童委
員協議会

日野学区民生児童委
員協議会
つくし保育園
誕生院保育園
南団地自治会
地域住民

日野学区民生児童委
員協議会
つくし保育園
誕生院保育園
南団地自治会
地域住民



中高生 大学生 大　人 合　計
日々の遊びや見守りボランティア 新型コロナウイルス感染状況により、来館してもらうのが困難であった。

①醍醐支所子どもはぐくみ室子育て
支援ステーション

②つくし保育園・誕生院保育園

③日野小学校

④辰巳保育所

⑤社会福祉法人「同和園」日野の家
「げんさんち」

⑥日野学区民生児童委員協議会

⑦地域子育て支援会議

⑧学び教室

➈南団地運営自治会

⑩日野学区自主防災会

例年11月～2月よちよちひろばを南団地集会所で実施。 参加者が少ないので、児童館で開催することに変更した。来年度も参加者の年齢に応じ
て開催場所を決めたい。

消防署の方と、防災避難訓練の様子を見ていただき、公園で天ぷら油からの出火の実演をまじえ
て、火の怖さなどについての話をしていただく。

11月の訓練は、地域の方や保護者のかたもたくさん参加していただけた。天ぷら火災の
実演も行った。

情報交換や、子育て支援会議への参加や連携を行う。小学生の五色百人一首の読み手のご協力も
してくださった。

感染拡大防止対策を図りながら、子育てサロンの運営を行われた。子育て家庭でサロン
への期待も大きく居場所へとつながっており、参加者同士の交流の場ともなっていた。
クリスマス会には子どもとのふれあいをテーマにNPO法人の劇団に来てもらい、参加者
と楽しんだ。来年度も安全面に配慮し継続して居場所を提供したい。

基幹ステーションとしての子育て事業において地域の情報交換をおこなう。 ４月には「よちよちひろば」の開催について話し合い、7回実施することができた。来
年度も安全面に考慮しながら継続していきたい。

ミニ防災デーのお手伝いをお願いする。 11月のミニ防災デーのお手伝いをお願いした。

児童館だより、地域に向けた回覧の配布をお願いする。学童クラブの子どもたちの様子を伝え
あったり情報交換を行った。

児童館だより・小学校・中学校の３部の地域に向け回覧を行った。また小学校での学童
クラブの子どもの様子を聞く機会を持ったりと連携を行った。

おたよりの交換、学童クラブ児童の新規入会の子どもたちの引継ぎも行う。 おたよりの交換や、学童クラブ児童の新規入会の子どもたちの引継ぎを行い連携を図っ
た。

児童館の近隣にある通所介護事業所「げんさんち」の利用者の方々といちごクラブの乳幼児
親子や学童クラブ児童との交流。（敬老の日のはいちごクラブでプレゼントを作り、職員が
持参。ハロウィンには学童クラブ児童がハロウィンにちなんだ飾りを持参する。）

交流を行った。「げんさんち」のみなさんはプレゼントを喜んでくださっていた。ハロ
ウィンの飾りもいつも楽しみにされているとの事で、来年度も継続して行っていく。

おたよりの交換、日野子育て支援ネットワーク「よちよちひろば」における役割での連携を図
る。また学童クラブ児童の新規入会の子どもたちの引継ぎも行う。

「よちよちひろば」は７回実施することができ、地域の乳幼児親子について共有するこ
とができた。またネットワーク会議などでは各施設の様子などの情報交換を行い、それ
ぞれの機関の様子など知ることができた。
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毎月のおたよりの交換や、パネル展示での連携。 新型コロナウイルス感染症の影響で、「醍醐ふれあいプラザ」や「福祉の街・醍醐交流
大会」での連携は困難であったが、毎月のおたより交換等で連携を図った。
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(4)児童館を支える地域
   組織作り

(5)地域への施設提供

学童クラブ入会アン
ケート

学童クラブへの入
会、希望調査

新１年生保護者

いちごクラブアンケー
ト

いちごクラブへの
意見、要望調査

いちごクラブ保護者

(6)地域調査活動

親子ふれあいヨガアン
ケート

参加者への満足
度、感想、要望調
査

乳幼児親子参加者

なかよしランドアン
ケート

なかよしランドへ
の意見、要望調査

なかよしランド参加者

ミュージックケアアン
ケート

参加者への満足
度、感想、要望調
査

乳幼児親子参加者

利用者アンケート 実態調査 児童館利用者全体

児童館 アンケート調査

児童館 アンケート調査 児童館に対しての考えや要望を知ることができ、
改善へとつなげられている。

企画・内容・運営方法の参考にすることができ
た。

児童館 アンケート調査 企画・内容・運営方法の参考にすることができ
た。

児童館 アンケート調査 来年度の企画・内容・運営方法の参考にすること
ができた。

児童館 就学児健診時にアンケート
調査

新１年生の学童クラブへの入会の動向について、
ある程度人数を把握することができた。企画・内
容・運営方法を参考にすることができた。

児童館 アンケート調査 来年度の企画・内容・運営方法の参考にすること
ができた。

年2回（6月・3月）事業の取り組
みや活動報告・児童館の様子な
どをお伝えした。

児童館の取り組みや活動
報告をすることで、地域
と共有することができ
た。

子育てサロン 地域の乳幼児親子へ、日野学区民生児童委員
協議会が子育ての広場を提供する。

日野学区民生児童委員協議会 ・乳幼児親子も毎回楽しく参加されて、親子の居
場所とつながっていた。来年度は新規の方に来て
いただける工夫が必要である。

組織名称

会場提供・備品貸出等

春日野児童館運営連絡会 日野学区自治会、民生児童委員協議会
不動講自治会、春日野自町連
醍醐南団地自治会
日野小学校、京都市社会福祉協議会
春日野児童館、日野学区社協、伏見区社協

年２回（６月/３月）
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おたより
「春日野じどうかんだより」
（春日野児童館からのお知ら
せ）

月１回 辰巳保育所／誕生院保育園／つくし
保育園
乳幼児クラブ「いちごクラブ」他
醍醐支援センター／保健センター
日野小学校／各自治体/

日野小学校全校配布
各機関へ配布
乳幼児行事で配布
醍醐支所へ配布しに行く

行事のお知らせ、申し込み、行事の様子 学校からおたよりを配布していただくことで、学
童クラブ児童に知らせるだけでなく、日野小の生
徒全員に児童館行事をお知らせすることができ
た。また、地域の保護者にも乳幼児行事など様々
な利用の仕方があることを知っていただけた。関
係機関とは持参することで情報交換など行うこと
ができた。活動の様子や、おたよりのレイアウト
を変更することで分かりやすく伝わるように工夫

回覧「春日野じどうかんだより」
（春日野児童館からのお知らせ）

月１回 日野学区　地域住民 各町内会、会長へ配布を依頼 毎月の行事のお知らせ 地域回覧を活用することにより、来館したことの
ない地域の家庭にも情報を届けることができ
る。。回覧が遅いとの課題もあるので学校と連携
してスムーズに回覧できるよう工夫が必要であ
る。

子育て支援だより「だいごっこ」
発行：醍醐支所子どもはぐくみ室

月１回 醍醐地区の子育て家庭 乳幼児行事で配布 地域の各機関、施設の事業案内
カレンダー

醍醐地区の子育て関係機関の案内や子育てに
関する情報がまとめて掲載されているので、
地域の子育て家庭に活用されている。掲載行
事を見て来館された方もいらっしゃった。

情報誌「てとてと」
発行：醍醐支所子どもはぐくみ
室

年１回 醍醐地区の子育て家庭 乳幼児行事で配布
つくし保育園、誕生院保育園

子育て支援ステーション事業実施施設の案
内

醍醐地区の子育て関係機関の案内や子育てに
関する情報がまとめて掲載されているので地
域の子育て家庭に活用されている。

いちごクラブだより 月１回 乳幼児クラブ登録者 乳幼児クラブで配布 乳幼児行事のお知らせ
その月の歌・手あそびの歌詞

月の予定や、持ち物の確認。活動写真等親子
で嬉しそうに見られていた。

いちごクラブ募集ポスター 年１回 地域の乳幼児親子 乳幼児クラブ・乳幼児向け行事
で広報
地域の掲示板に掲示
ホームページ

次年度の乳幼児クラブ「いちごクラブ」の
募集を行う

各関係の保育園や町内の掲示板も活用させて
いただいている。来年度も、町内の掲示板を
活用させていただく。

ホームページの活用 月１回更新 児童館利用者 インターネット 児童館だよりの掲載や、ポスター掲載 月初めに更新を行い、活用している。乳幼児
活動のポスターなどもリアルタイムに載せて
活用する。見やすい工夫などを取り入れてい
きたい。

キッズステーション 年２回 地域の乳幼児親子
学童クラブ児童家庭

就学時健診
学童・乳幼児行事で配布

児童館の様子などの情報 児童館の様子や情報を子育て家庭や学童クラ
ブ家庭へ配布し、児童館の活動などをPRする
事ができた。
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